
東海アクシス看護専門学校自己点検・自己評価  
平成 27 年度 

１ 自己点検・自己評価の経過 
本校は、平成 18 年２月「東海アクシス看護専門学校自己点検・自己評価委員会規程」を

作成し、自己点検・自己評価委員会を設置した。自己点検・自己評価の方法は、厚生労働

省の「看護教育自己評価指針」や文部科学省の「専修学校における学校評価ガイドライン、

項目別自己評価表（例）」、静岡県の「看護師養成所（３年課程）自己点検表」を参考に、

本校に合致した「学校自己点検・自己評価表」を作成し、実施した。なお、学校自己点検・

自己評価表の項目は、自己点検・自己評価委員会にて毎年見直しをしている。 
授業評価については、平成 21 年度から取り組み、毎年「実践報告～カリヨン～」として

業務報告書にまとめている。 
ここに、自己点検・自己評価の一部を公開する。 

２ 評価と課題 

項 目 評 価 ・ 課 題 

教育理念・

教育目的・ 
教育目標 

・教育理念、教育目的、教

育目標の設定、達成 
教育理念・教育目的は、地域医療の発展に貢

献を目指すもので教育指針となっている。常に

学生や教職員が意識できるようにしている。 
 今後は、社会が求める看護基礎教育のあり方

の検討から看護教育課程の改正が予測される

ため、積極的にその関連情報を収集後、見直し、

教育に反映させていく必要がある。 

学校運営 ・学校組織 
・学校会議等 
・教員適正配置 

本年度も学校運営方針を掲げ、教職員に周知

した。また、教務課、総務課に必要な人員は確

保できた。教職員間は、会議等にて協議・報告

し、情報を共有したため、円滑に業務が遂行で

きた。    
平成 28 年度は、本校の将来構想策定委員会

を設置し、将来構想策定業務を実施する。 

教育活動 ・教育課程 
・学籍管理 
・単位認定 
・図書室の整備と管理 
・授業構築 
・教材管理 
・授業方法の工夫、研究 
・教員の研究、成果の発表 
・実習施設の要件 
・実習場の実習指導体制 
・実習指導者との連携 

教育課程については、教育方法や教育評価を

見直し、設備、備品（教材含）等を定期的に点

検後、必要な教材は揃え、年間教育計画のとお

り執行した。また、専任教員による授業評価を

通して共有の機会を設けた。一部の教育成果

は、学会等で発表し、外部に発信できた。今後

は、さらに教員と実習指導者の連携を図り、教

育の質の向上に努める。 
また、司書が育児休暇取得により不在となっ

たが、他の職員が代行し、新書本の追加や書籍

の整備は滞りなくできた。今後は、学生の図書

室の利活用を高める必要がある。 



入学 ・入学に関すること 

 

入学試験委員会で、十分に協議し、定員数の

学生を確保できた。また、入学予定者を対象に

入学前学習を実施した。 
今後は、看護師の適性を有する学生の確保に

向け、入学試験の方法（面接）等、検討が必要

である。 

学生支援 ・学習環境及び学習支援 
・生活の支援 
・国家試験合格支援 

学生への国家試験対策は、担当者を中心に支

援した。結果は、全員合格できた。模擬試験の

結果、受験校の全国上位を位置していたため、

教育水準は維持できていると評価する。 

就業・進

学・卒業 
・進路決定 
・卒業生の把握 

就職支援については、担当者を配置し、チュ

ーター教員と協働し、高い管内就職率を達成で

きた。 
卒業生に対しては、管内５病院への就職者数

を把握し、管内５病院における卒業後３か月訪

問を実施した。 

地域社会へ

の貢献 
・地域との連携と社会への 
情報発信 
・近隣関連施設との連携 

教育情報は、頻回なホームページの更新や管

内広報紙の活用等、広報活動を活発に行い、宣

誓式やカリヨン祭、オープンキャンパス等、多

数の住民の参加を得た。学生や教職員によるボ

ランティア活動や募金活動を行った。研修会場

の提供や図書の閲覧等看護師の生涯教育にも

貢献した。 
さらに、小学校１校の学校見学、中学校２校

の職場体験を受け入れた。 

国際交流 ・国際的な視野を広げるた

めのシステム 
科目「国際看護論」の授業の充実や国際交流

パンフレット等の掲示により、国際的な視点の

育成に努めた。 

財務 ・予算額の執行 関係機関へ予算執行状況を適宜報告し、承認

を得た。物品や電力など無駄を省き、経費削減

に向けて努力した。 

学校評価 ・自己点検、自己評価 本年度も「学校自己点検・自己評価表」を活

用し、自己点検、自己評価委員会にて協議した。 

内容の一部を公開し、より良い学校運営を目

指す。 

 


